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　地球環境問題を人類共通の課題と認識し、さまざまな学問分野が研究に取り組んでいます。そのなかで、地球研は少
し異なった視点からアプローチをすることにしました。それぞれ個別の学問分野が研究を重ねても、それだけでは地球環
境問題の本質に迫れないのではないか、必要なのは部分的な理解ではなく、人と自然の相互作用環を全体として理解でき
る「統合知」ではないかと考えたからです。そのために、自然科学・人文科学・社会科学の文理融合による学際研究に加え、
問題の解決をめざす「設計科学」的アプローチも含めた「総合地球環境学」の構築をめざしています。
　「総合地球環境学」は、地球環境問題の本質が人と自然の関係、つまり文化の問題にあるととらえていることに特徴があ
ります。自然を畏敬するのも、冒涜するのも、あるいは自然を自分たちの一部であると感じるのも、利用すべき資源とみな
すのも、文化の問題であると考えます。さらには、現在の地球上のさまざまな文化だけでなく、過去の文化にも学ぶところ
があります。そのなかでの課題は、今後私たちはどのような文化を、つまりどのような人と自然の関係を築き上げていくべき
かということです。
　この課題に対して、私たちはよく使われている持続可能性を超えた「未来可能性」という考え方を掲げました。今ある問
題が何なのかを理解したうえで、私たちの孫、ひ孫の世代、さらに未来の世代にとって、今以上に住み良い地球であるた
めには、私たちは何をすべきかを考えることはもっと大切だからです。
　地球環境問題を文化の問題から考えるということは、人びとのさまざまな価値観そのものも問題にすることでもあります。
地球の将来を考えることは、否応なく異なる価値観との対立を生み、これまでもさまざまな社会的軋轢を生んできました。
現在は、地球全体に人類活動の影響が隅々まで顕在化した「人類世（あるいは人新世）」ともいわれ、人類にとって限ら
れた資源と劣化した生物圏、汚染が進行する大気圏・水圏のみの状況になりつつあります。また、資源や自然の恩恵にお
ける不平等や格差も広がっています。このような状況を人類共通の課題として解決するためには、人類の多様で異なる価
値観を生かしつつ、さまざまな対話や交流を通じて、人類共通の新たな価値を創造する必要があります。「未来可能性」
は人と地球の未来のあるべき姿を考える「総合地球環境学」を構築するために、私たちが込めた思いを表したものです。
　地球研では、地域と地球の多様な環境問題を取り上げ、解決に向けての方法を探る「研究プロジェクト方式」を採用し
ています。研究プロジェクトはさまざまな分野の研究者による対話の場となっており、対話は研究の枠を超えて行なわれます。
地球の将来を考えることは、もちろん研究者だけの課題ではなく、すべての人びとにとって大切な課題です。社会との対話
と協働・連携をとおして、人と地球のかかわり方を人類共通の課題として理解し、その答えを見つけていくのが地球研のミッ
ションなのです。

photo ／手代木功基（朝日を浴びて光り輝くカシミアヤギの群れ・モンゴル）
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■地球研では、既存の学問分野や領域で研究活動を区分せず、「研究プロジェクト方式」によって総合的な研究の展
開を図っています。

■研究プロジェクトはいくつかの段階を経て研究を積み重ねていくことによって形成されます。IS（インキュベーショ
ン研究　Incubation Study、個別連携および機関連携プロジェクトに設定）、FS（予備研究　Feasibility 
Study）、PR（プレリサーチ　Pre-Research）、FR（フルリサーチ　Full Research）という段階を通じて、
研究内容を深化させ、練り上げていきます。

■国内外の研究者などで構成される研究プロジェクト評価委員会（PEC）による評価を、FS以降の各段階の対象年
度に実施し、それぞれの研究プロジェクトの自主性を重んじつつ、評価結果を研究内容の改善につなげていくよう
に配慮しています。また、すべての研究プロジェクトが研究の進捗状況や今後の研究計画について発表を行ない、
相互の批評とコメントを受けて研究内容を深める場として、研究プロジェクト発表会を毎年開催しています。

■終了した研究プロジェクトに関しては、研究の終了後2年間、CR（終了プロジェクト　Completed Research）
として、成果の社会への発信や次世代の研究プロジェクトの立ち上げなど、さらなる研究の展開を図っています。

個別連携プロジェクト
個人または少人数の研究者グループから、独創的な研究のアイデアを広く公募し実施するプロジェクト

機関連携プロジェクト
地球研と大学・研究機関などとの協定のもとで、機関同士の連携による共同研究として公募し実施するプロジェクト

未来設計プロジェクト
地球研が主導して、これまでの研究プロジェクトの成果などを設計科学の枠組みで統合し、あるべき社会の姿を提案
するプロジェクト

研究プロジェクトの進め方

研究プロジェクト方式
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■研究プロジェクトを5つの研究領域プログラム（循環、多様性、資源、文明環境史、地球地域学）に配置し、研
究の統合を進めています。

循環領域プログラム
人間の生存圏を中心に循環する、水、大気、炭素、窒素などの「モノ」の過不足や不均等な分布、過剰な利用な
どがもたらす地球環境問題を扱います。

多様性領域プログラム
生物多様性に加えて、言語、社会構造、宗教、世界観など、自然環境にかかわる文化の多様性の喪失を主な要因
として生じる地球環境問題を扱います。

資源領域プログラム
人間の生存を支える食やエネルギーおよびその生産手段である農林水畜産業にかかわる問題や、人間の生業、健
康・栄養などにかかわる地球環境問題を扱います。

文明環境史領域プログラム
「人と自然の相互作用環」の歴史的変遷と展開を中心として、地球環境問題を時間軸の観点から解明します。

地球地域学領域プログラム
従来の学問分野の枠を超えて、地域と地球環境の関係性という空間軸に基づく新しい枠組みで、地球環境問題を
解明します。

●未来設計イニシアティブ
　地球研が主導して実施する未来設計プロジェクトについては、3つのイニシアティブ（風水土、山野河海、生存知）
に沿って、設計科学としての成果の統合を進めています。世界各国で目標に掲げられている未来設計のシナリオ（循
環型社会、低炭素社会、自然共生社会など）を検証し、社会のあるべき姿について提言します。

山野河海イニシアティブ
山野や河海から提供される生態
系サービスと、生態系を持続的
に利用してきた技術・知恵・文
化多様性との相互作用の解明を
進め、環境負荷が低く豊かな生
活を実現するために必要なしく
みを提言します。

生存知イニシアティブ
人間の生存に不可欠な食とそ
の生態形態である農、さらに
は健康にかかわる生命と環境
の関係の解明を進め、多様な
思想、文化や環境条件のもと
で、共存可能な人間のより良
い生き方を提言します。

風水土イニシアティブ
水・土・大気を人間の生存と
社会文化の存在基盤としてと
らえ、過去・現在・未来およ
び地域・地球の時空間にまた
がる統合的な理解を進め、地
球環境の変化に柔軟に対応す
る社会の設計をめざします。

研究領域プログラム
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　研究領域プログラムや研究プロジェクトの枠を超えて、総合地球環境学にかかわる調査・研究を実施するとともに、
地球研における研究活動全般を支援するため、研究推進戦略センター（CRD: Center for Research 
Development）および研究高度化支援センター（CRP: Center for Research Promotion）を設置しています。
CRDには基幹研究ハブ部門、連携推進部門、組織点検・戦略策定部門、Future Earth 推進室、CRPには計測・
分析部門、情報基盤部門、コミュニケーション部門を設け、研究部や管理部と連携しながら多種多様な業務を担って
います。

CRD　総合地球環境学の構築に向けた研究開発
センター長：窪田　順平
　総合地球環境学の構築という地球研の目標を実現するため、CRDでは、（1）終了プロジェクトや進行中の研究プロジェ
クトなどの成果と課題を統合しながら、新たな研究プロジェクトの立案と育成を行なう基幹研究ハブ部門、（2）地球環境
変動の動向、国内外の学術動向、社会の要請動向の「3つの動向」を把握し、国内外との連携を進める連携推進部門、（3）
中長期的な視点で地球研の方向性を探る組織点検・戦略策定部門、（4）地球環境研究の新たな国際的枠組みである
Future Earth への地球研の対応の中核となるFuture Earth 推進室の 4つの部門の有機的な連携により、地球研におけ
る研究の設計と、評価をも含めた研究プロジェクトの実施体制を整えていきます。

▍基幹研究ハブ部門 部門長：窪田　順平

●未来設計 FS・未来設計プロジェクト立ち上げ事業
●未来設計イニシアティブ事業
●終了プロジェクトフォローアップ事業（CR事業）
●基幹研究ハブ研究開発事業

　基幹研究ハブ部門では、認識科学的アプローチによる
成果を、設計科学的アプローチによって統合する「未来
設計イニシアティブ」の考え方に基づき、
　（1） 未来設計プロジェクトの企画立案と共同研究の推進
　（2） 未来設計に向かう設計科学の方法論の策定と推進
　（3） 終了プロジェクトの検証と成果の統合
を行ないます。
　2015 年度は、未来設計プロジェクトのあり方の再検
討を進め、地球研の研究成果の統合に基づいた設計科
学の指針を検討するワークショップを実施するとともに、
未来設計イニシアティブセミナーや、進行中の未来設計
プロジェクトのシンポジウムなどを行ないます。さらには
CR事業などを通じて、終了プロジェクトや進行中の研究
プロジェクトの成果と課題を統合しながら、総合地球環
境学の構築に向けて設計科学の観点から中心的な課題
を設定し、今後の地球研における設計科学を担う新たな
研究の枠組みを検討します。

地球研内外の CR事業関係者が集まり、設計科学の中心課題などについて議論し
た CR事業ワークショップ（2015年 2月）

研究推進戦略センター（CRD）・
研究高度化支援センター（CRP）の活動

CRDと CRPの活動
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▍連携推進部門 部門長：石井励一郎

●戦略的国際連携事業
●  広域アジアコンソーシアム拠点形成事業・中国
環境問題研究拠点
●地球環境学リポジトリ事業
●大学院教育・若手育成基盤整備事業
●連携推進研究開発事業

　連携推進部門では、地球環境研究の研究機関、
評価システムなどの動向を調査・分析することにより、
地球研の役割や研究プロジェクトのあり方を検証しま
す。また、個別連携プロジェクトや機関連携プロジェ
クトなどを推進し、国内外の機関やさまざまな事業と
の連携を拡大・強化するとともに、中国環境問題研

究拠点などと協働して、広域アジアコンソーシアム拠点形成事業を進めます。
　さらに、国内外の関係機関との研究協定や教育に関する連携のしくみを整えながら、総合地球環境学の構築の一部をな
す教育体系と人材育成のあり方の検討を進めます。

▍組織点検・戦略策定部門 部門長：谷口　真人

●長期計画の立案
●人事交流事業
●組織点検・評価システム事業
●研究プロジェクト評価システム調査事業

　組織点検・戦略策定部門では、中長期的な立場から地球研のあり方などを検討します。具体的には、共同研究のあり方、
連携のあり方、評価のあり方など多岐に及びます。専属のスタッフは配置せず、委員会やワーキンググループ形式で議論
を積み上げます。

▍Future Earth 推進室 部門長：谷口　真人

● Future Earth 共創事業
● Future Earth in Asia Platform 形成事業

　Future Earth 推進室では、持続可能な地球環境に向けての国際協働研
究であるFuture Earth に関する研究を共創し、Future Earthアジア地域拠
点としての役割を果たすためのネットワークの形成と連携、プラットフォーム
の形成と提供を行ないます。

3rd Workshop on Future Earth in Asia（2015年 1月）
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CRP　総合地球環境学の研究基盤の提供と手法の研究開発
センター長：中野　孝教
　地球研では、専門分野が異なる多数の研究者が集まり、研究プロジェクトをはじめとするさまざまな地球環境研究を実
施しています。このなかで生まれる多様な知を縦糸とすれば、野外での計測や室内での分析、膨大で多様な情報の整理
と保管、研究成果の発信を介した科学と社会のコミュニケーションなど、研究を横断するなかで生まれる横糸の知があり
ます。CRPは、この横断的な知の高度化と実験機器や情報機器の利用の促進、成果発信に関するさまざまな支援をと
おして、地球環境問題を解決するための統合知の創出をめざしています。

▍計測・分析部門 部門長：陀安　一郎

●実験施設の管理・運営
●実験施設利用促進事業
●実験基盤形成事業
●同位体環境学共同研究事業

　計測・分析部門では、実験施設や機器の利用を促進
し、異分野研究者の協働と統合による共同研究を推進
しています。公平かつ円滑な利用のために、各研究プロ
ジェクトと協力しながら実験施設を維持・管理するとと
もに、実験室や機器、保管試料、施設利用などの情報
をホームページにて公開しています。
　また、機器測定に関する技術的な支援を行なうとと
もに、施設利用のガイダンスや、実験施設を利用してい
るスタッフによる情報交換も年に数回開催しています。
さらに、先端的な地球環境情報を得るための実験手法
を開発し、確立した分析法については手順のマニュアル
化を行なっています。
　このほか、地球研の研究プロジェクトや国内外の大
学・関連諸機関との情報交換や共同研究を通じて得ら
れた情報の有効利用や、研究シーズの開発に取り組ん
でいます。2011年度からは同位体環境学シンポジウム
を開催し、最新の分析技術の開発や普及、環境研究に
ついて、情報交換の促進に努めています。2012年度からは同位体環境学共同研究事業、2014 年度からは同位体講習会
を実施し、さらなる多分野の協働と統合的地球環境研究を促進しています。

【お問い合わせ】 総合地球環境学研究所  研究高度化支援センター   計測・分析部門     mail: doitai@chikyu.ac.jp

福井県  大野市
愛媛県  西条市
静岡県 環境衛生科学研究所

海洋研究開発機構 高知コア研究所
日本環境衛生センター  アジア大気汚染研究センター
農林水産消費安全技術センター

金沢大学 環日本海域環境研究センター
筑波大学 下田臨海実験センター
名古屋大学 地球水循環研究センター
京都大学 生態学研究センター

主催

後援

総合地球環境学研究所 講演室会場

9:30~9:40 趣旨説明
中野孝教（総合地球環境学研究所）

9:40~12:00 ポスター発表（口頭）

13:00~13:35 森林－河川生態系の研究で複数の同位体比
情報の組み合わせて新しい切り口をつくる
大手信人（京都大学情報学研究科）

ポスターセッション14:10~17:30

13:35~14:10 無機質量分析装置発展の歴史と
環境計測技術深化への挑戦
谷水雅治（海洋研究開発機構）

17:30~ 懇親会

9:00~9:30 受付

次世代研究者の交流を図り
同位体環境研究の促進とネットワークの強化を目指す

2014. 12. 22 月

第４回

100名を超える研究者が参加した第 4回同位体環境学シンポジウム（2014年 12月）

質量分析室での作業風景
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▍情報基盤部門 部門長：関野　　樹

●情報設備の管理・運用
●情報基盤構築事業
●地球研アーカイブスの管理・運用
●地球環境学リポジトリ事業

　情報基盤部門では、所内ネットワークや各種サーバ、
地理情報システムなどの研究用ソフトウェアといった情
報基盤の整備・運用を進め、情報の蓄積と利活用とい
う観点から地球研の活動を推進しています。なかでも
「地球研アーカイブス」は、研究成果をはじめとする地
球研の活動記録を情報資源として蓄積し、利用可能な
形で次世代に残すための中心的な役割を果たしていま
す。この地球研アーカイブスには、各種出版物、研究
会などの資料や映像といった冊子体やテープなどの資料
（約 5,800 件）、研究データや報告書などの電子版（約
2,250 件）、写真データ（約 3,200 件）が収録されて
います。これらの情報資源を実際の研究の場で活用し
ていくための研究開発を進め、地球環境学リポジトリ
事業や人間文化研究機構の研究資源共有化事業など、
全国の大学・研究機関と情報を通じた共同利用の高度
化を図っています。

▍コミュニケーション部門 部門長：阿部　健一

●国際シンポジウム
●市民向けセミナー・シンポジウム・環境教育事業
●和文・英文出版物刊行事業

　コミュニケーション部門では、研究プロジェクトの成
果を、地球研国際シンポジウム、地球研市民セミナー、
地球研地域連携セミナー、地球研ニュース、地球研叢
書など、さまざまな方法で発信しています。対象は研究
者コミュニティに限りません。小中高校生を含め、地球
研の成果が一般の方に理解されるよう努めています。ま
た、対象に合わせ、研究成果をより高次に編集する作
業も行なっています。
　2011年度より、地球研の活動について理解を深めて
いただくことを目的に、地球研オープンハウスを開催し
ています。2013 年度には、地球研の研究成果の統合
を目的とした「地球研和文学術叢書」の刊行も始めまし
た。研究者コミュニティや一般の方とのコミュニケーショ
ンを図り、地球研のアイデンティティを確立するととも
に、今後もより開かれた研究所をめざします。

地球研が行なう環境教育を受けた高校生による地球研市民セミナーでの成果発表
（2015年 2月）

地球環境学リポジトリ事業全体集会（2015年 2月）
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■大学間連携を通じた広域アジアにおける地球環境学リポジトリの構築
　―環境保全と地域振興を目指す新たな知の拠点形成事業― （略称：地球環境学リポジトリ事業）

　近年、多くの大学や研究機関が研究成果や出版物などを機関リポジトリから公開しています。「地球環境学リポジトリ」
は、これを地球環境学という一学問分野に収斂させたもので、環境に関するさまざまな学問分野の研究資源を蓄積、探索、
活用するためのしくみを構築することをめざしています。以下の活動内容を中心に、全国の国公私立大学をはじめとする
さまざまな研究機関の協力のもと、2012 年度から事業を進めています。

　１．地域と環境の情報を統合した＜知＞を共有する拠点形成
　２．全国の大学・共同利用機関における有用な研究資源の掘り起こしと共同利用
　３．文理融合・情報学の応用の開拓に向けての基盤づくり

　「地球環境学リポジトリ」では、地球研のみならず、全国の大学や共同利用機関が保有する研究資源の共同利用を推
進することにより、地域と環境の情報を統合した＜知＞を共有する拠点となり、地域と地球をつなぐ自然・文化融合型
の新たな知を創造することをめざしています。

知識の蓄積と再利用（オントロジ技術の応用）
　物事同士の関係を意味づけして蓄積するしくみ（オントロジ技術）を応用し、それぞれの学問分野が持つ研究資料やそ
こで示されるさまざまな現象を知識として、蓄積・利用するしくみの構築を試みています。これにより、環境に関するある
現象を目の前にしたときに、この現象から何が引き起こされるのか、この現象にはどのような原因が考えられるのか、そし
て、それらの関係を裏づけるデータや資料はどこにあるのか、といった疑問に答えること、さらに、このような知識が新
たな研究アイデアの醸成に役立てられることが期待されます。

予備研究
　「地球環境学リポジトリ」に対するニーズの発掘や効果の検証、複数の研究分野に共通する研究資源や技術の開発など、
リポジトリを効果的かつ有用なものとして構築・運用するために必要な知識やノウハウの収集を目的に、本事業に参加す
る各機関からの提案に基づいた予備研究を進めています。現在、2つのカテゴリ（参加各機関の情報資源を用いた環境
研究、基盤情報に関する技術開発）で11の課題を実施しています。

■Future Earthについて
　Future Earthとは、「持続可能な地球環境に向けての国際協働研究イニシアティブ」です。国際科学会議 (ICSU) など
の学術コミュニティ、研究資金提供団体や政策決定者などが協働し、地球環境を包括的に理解し、地球規模の課題を
解決するための研究を総合的に推進することをめざす枠組みです。（1） 地球のダイナミック変動、（2）地球規模の開発と
発展、 （3） 持続可能な地球社会への転換、の 3つのテーマのもと、2015 年から10 年計画でスタートします。課題解

地球環境学リポジトリ

地球研・研究プロジェクトの
情報

行政組織（環境省・農水省など）
関係の研究情報

地域研究に
関する情報

全国大学の
環境研究機関

広域アジアにおける
海外からの研究情報

 

 
 

 
 

分散データの共有化→データの共同利用 

 

 
 

研究資源共有化事業
人間文化研究機構

 
 

人文科学に関する情報
（歴史、民族、文学、
言語など）

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
地方自治体 

 
 

 
 

企業 
地球研の新たな
研究プロジェクト
広い視点と基盤を提供

 
 
 

分野横断型の共同研究による環境研究の推進 

地球環境問題解決への学術的貢献 

…
 

研究機関
（政府関係・民間研究

機関など）

各種団体
（NPO・協同組合

など）

国公私立大学
（大学間共同研究の展開や
学生教育への活用など）

多様な環境研究情報
地図・地理資料
人口統計・経済産業データ
航空写真・衛星画像
歴史文書・図書資料
大気気象データ
生物相（分布、分類）データ
環境モニタリングデータ
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決型の自然科学・人文科学・社会科学の枠を超えた統合的・学際的な研究であり、ステークホルダー（利害関係者）が
協働で研究を立案し、実行します。
　地球研ではこれまで、総合地球環境学の構築を進めるために、統合的・学際的な研究を推進し、ステークホルダーと
の協働を含む、設計科学に基づく研究を行なってきました。地球研が進めてきたこのミッションは、Future Earth がめざ
すものと同じ方向性を持ち、地球研が Future Earth の一端をリードすることが期待されています。特に、これまで多くの
研究実績があるアジア地域においては、地球研が Future Earth のアジア地域の中核としての役割を果たし、研究者を
含むステークホルダー間のネットワークを構築し、Future Earth 関連の研究に必要な手法・データ・能力などを提供する
プラットフォームの形成を行ないます。

■次世代の人材育成について
　地球研では、総合地球環境学を担う次世代の人材育成に努めています。大学との連携協定に基づき大学院生を受け入
れ、フィールドにおける研究指導、授業科目の担当、学位授与審査への参加など、実質的なところで大学院教育に貢献
しています。名古屋大学大学院環境学研究科とは、大学院生の研究指導に連携大学院方式で協力しています。このほか
にも、大学院生を特別共同利用研究員として受け入れ研究指導を行なったり、若手研究者をプロジェクト研究員やリサー
チアシスタント（RA）として積極的に採用し、研究プロジェクトにおける研究や異分野研究者との交流へ参画させるなど、
専門性に加え、学際性を備えた人材を育成しています。京都大学、同志社大学、神戸大学、京都精華大学などの大学で
シリーズの授業を行なうなど、さまざまな方法で人材育成に貢献しています。

■実験施設
　地球研は、国内外のさまざまな地域で共同研究を行ない、多様な研究
試料を取り扱っています。試料のなかに眠るたくさんの環境情報を取り出し、
それぞれの関係性を総合的に理解することで、地球環境問題を引き起こし
ている人間と自然系の相互作用環の姿を明らかにすることができます。
　地球研が実施している研究プロジェクトや同位体環境学共同研究に関
係する国内外の研究者（2014 年度は 42 機関、合計 228 名の研究者）
が地球研の実験施設を利用し、地球環境問題の解決に役立てるための
研究を行なっています。

機器 ･装置類について
　地球研には18 の実験室があります。汚染のない環境で試料を処理す
るクリーンルームや、生物や氷床コアなどの試料を保管する低温保管室、
人工的に管理された環境で生物を育てる培養室もあり、さまざまな分野
が共同して進める環境研究の展開を可能にしています。
　また、汎用性が高く新たな地球環境研究への発展が期待される、先端
的な共通機器を重点的に整備しています。光学・電子顕微鏡などの屋内
実験機器や測量機器などの野外観測機器に加え、安定同位体測定のた
めの軽元素安定同位体比測定用質量分析装置（IR-MS）、表面電離型質
量分析装置（TIMS）、マルチコレクタ ICP-MS（NEPTUNE plus）、誘導
結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）、水同位体分析装置、遺伝子解析
のための DNAシーケンサー、土壌分析のための粒度分布測定装置
（SALD）や水銀測定装置、年代測定のためのガンマ線スペクトロメーター
などが設置されています。微量元素や安定同位体および遺伝子に関する
情報分析技術や手法は、近年急速に発展してきており、高精度な情報獲
得に向けて最先端の分析機器を整備しています。

クリーンルームでの作業風景

TIMS(TRITON)

マルチコレクタ ICP-MS(NEPTUNE plus)
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